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児童における自他への許し及び怒り対処行動と攻撃行動との関連
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研究の背景と目的

児童の攻撃性は，反社会行動などの社会的機能

や学校適応に関する問題を引き起こしやすく，早

期介入が求められている（今井，2011）。児童の攻

撃性の発生持続要因の１つに「怒り（感情）」があ

り，有効的な対処方法としては，「問題解決」や「リ

ラクセーション」が報告されている（藤井，2007）。 
本研究では，これらの「対処的」な観点ではな

く，怒りの対象となる自他者に対して「許す」と

いう「非対処的」な観点から，攻撃行動の緩和要

因を予備的に検討することを目的とした。先行研

究においては，児童の有する「自他への許し」の

心的構えはストレスを低減させることが明らかに

されており（今井，2017），Self-Compassion を土

台にした教育の可能性が報告されている。しかし

ながら，自他への許しと攻撃行動や怒りへの対処

的方略との関連性については詳細に検討されてい

ない。本研究によって，これらの関連性が明らか

にされることは，臨床教育学的にも意義が深い。 

方 法

調査対象と手続き

東海圏の公立小学校に在学する 6 年生 92 名を

対象に質問紙を用いた一斉調査を実施した（有効

回答数：79 名）。なお，本研究は名古屋学芸大学

研究倫理委員会の審査・承認を受けて行われた（倫

理番号：214）。 
調査材料

a) 児童版許し尺度（腰山・今井，2017）：許しを

測定するために使用した。「自己への許し」と「他

者への許し」により構成されている。 
b) 小学生用 P-R 攻撃性質問紙（坂井・山崎，

2004）：攻撃行動を測定するために使用した。

「反応的不表出性攻撃」「反応的表出性攻撃」「道

具的関係性攻撃」により構成されている。 
c) 児童版怒り対処尺度（藤井，2007）：怒りへの

対処行動を測定するために使用した。「感情爆発

型対処行動」「感情抑制型対処行動」「問題解決

型対処行動」「リラクセーション型対処行動」に

より構成されている。本研究では，怒りや攻撃

行動の低減効果を有する「問題解決型対処行動」

と「リラクセーション型対処行動」を用いた。 

結 果

各尺度の相関係数を算出した結果，許しは攻撃

行動との間に有意な負の相関を示した（r=-.54， 
p<.01）。許しの下位尺度ごとに検討した結果，「自

己への許し」と「他者への許し」は攻撃行動との

間に有意な負の相関が示された（自己への許し：

r=-.55 / 他者への許し：r=-.36，ps<.01）。怒りへ

の対処行動は攻撃行動との間に有意な相関を示さ

なかった（r=.00，n.s.）。怒りへの対処行動の下位

尺度ごとに検討した結果，「問題解決型」と「リラ

クセーション型」は攻撃行動との間に有意な相関

が示されなかった（問題解決型：r=-.027 / リラク

セーション型：r=.015，n.s.）。 
 

考 察

本研究の結果を概観すると，自他への許しは，

攻撃行動との間に有意な負の相関が示された。特

に，「自己への許し」が攻撃行動との間に有意な負

の相関が示されたことから，自分自身を積極的に

慈しむ心的態度が攻撃行動を減弱させることが示

唆された。しかしながら，怒りへの対処行動は攻

撃行動との間で相関が認められなかった。これら

の結果から，怒りへの対処行動は怒り感情を一次

的に制御することは可能であるが，その否定的な

出来事を受容するまでには至らないため，攻撃行

動の減弱には関連しないことが考えられる。一方

で，自分自身や他者を許すことができる者は，否

定的な出来事が生じたとしても，それを受け入れ，

肯定的なものへと捉え直すことができるため，自

他ともに傷つけるような攻撃行動には結びつかな

いことが考えられる。すなわち，従来より用いら

れている自らの怒り感情に直接的に対応する方法

よりも，自他を許すことが児童の攻撃行動の介入

の焦点となりうることが示唆された。 
以上のことから，許しは「自己への慈しみ」を

基盤とした概念であるため，自分自身を慈しむこ

とに焦点をあてたアンガー・マネジメントの心理

教育の有用性が示唆された。今後は学校現場に適

用可能な介入方法として，許しの心的態度がどの

ように児童において獲得され，または阻害される

のかということについて，実証的研究により詳細

に検討し，その効果を確認することが期待される。 
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他者を思いやる心が身体能力の限界に及ぼす影響
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研究の背景と目的

「思いやり」は「向社会的行動」と同義として

「他者への援助行動であること」「報酬を得ること

を目的としないこと」「コストが伴うこと」「自発

的な行動であること」と定義されている認知・行

動である（菊池 ）。本研究では これらの定

義に基づき 思いやりの測定に「体力の限界」と

いう客観的な評定基準を適用し 他者を思いやる

認知が身体能力の限界に及ぼす影響について検討

することを目的とした。

方 法

実験対象者

東海圏に在籍する大学生を対象に実験参加者の

募集を行い 実験参加の同意が得られた 名（男

性 名・女性 名）を対象に実験を行なった。実

験参加者の募集に際しては 「ぶら下がり健康器

にぶら下がる実験であること」と「実験後に謝礼

（ 円分 カード）が得られること」が事前

に提示された。実験参加者はランダムに統制条件

群（ 名）と実験条件群（ 名）の つの条件群

に振り分けられた。

実験手続き

両条件群ともぶら下がり健康器に 回ぶら下が

ることを共通条件とし 統制条件群は 回とも

「できる限り長くぶら下がること」を条件とした。

各回の休憩時間は 分とした。実験群は， 回目

のぶら下がりまでは統制条件群と同じ条件（でき

る限り長くぶら下がること）で実施し 回目終了

後（ 回目開始前）に「この実験は 実はあなた

（実験参加者）が知らない実験参加者 人とチー

ムになっており 名の合計時間を基準に謝礼の

有無を決めていること」「あなた（実験参加者）は

既に謝礼をもらえることが確定していること」「他

の実験参加者 名が謝礼をもらうためには，あな

たが 秒（ ： 回目の記録＋ 秒）ぶら下がるこ

とが条件になっていること」を伝えた後にぶら下

がる条件とした。

倫理的配慮

ぶら下がり健康器の使用における危険防止に配

慮を行いながら実験を実施した。また, 実験は実

験参加者の痛みに配慮しながら実施し, 実験終了

後には活動沈静化動作を欠かさず行った。実験後

にはディブリーフィングを行い, 実験参加者全員

に 500 円分の Quo カードが謝礼として渡された。

なお, 本研究は名古屋学芸大学研究倫理委員会の

審査と承認を受けて行われた（倫理番号：306）。 
 

結 果

条件群（統制条件群・実験条件群）と回数

（ ・ ・ ）を独立変数とし ぶら下

がり時間を従属変数とした二要因分散分析を実施

した。その結果，条件群と回数の交互作用が示さ

れた（ ）。次に単純主効

果の検定を実施した結果 両群内の単純主効果お

よび 回目と 回目における条件群の単純主効

果が有意であった。これらの結果をうけて多重比

較を実施した結果 実験条件群内および統制条件

群内における と において有意差が認

められ また において群間差が認められ

た（ ）。

考 察

本研究の結果を概観すると，両条件群において

自己利益のためにぶら下がった 回目の時間にお

いて群間差は示されなかった。しかしながら

回目の測定においては 「他者利益のためにぶら

下がる群（実験条件群）」と「自己利益のためにぶ

ら下がる群（統制条件群）」という条件の違いによ

ってぶら下がり時間に差が生じた。また群内比較

においては 統制条件群は 回目から 回目にお

いて ぶら下がり時間が短くなったのに対して

実験条件群においは 回目から 回目において

ぶら下がり時間が長くなった。これらの結果は

他者を思いやる認知・行動には 自己身体能力の

限界を超えさせるような影響力を有していること

を示唆している。「思いやり」などを適応の軸にお

いている教育場面においては，多くの集団活動が

行われている。本研究の知見をふまえると これ

らの集団活動における動機付けの対象は 自己の

ためだけではなく 他者のためにも努力する姿勢

を有することで 大きな「成長」につながること

が考えられる。今後は これらの研究結果を教育

場面で生かすことが期待される。
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